
 

 

 

 

 

 

 

 

資生堂、「折れ曲がり回転する」汗腺の加齢変化の実態を解明 

～たるみ改善の新たな糸口～ 

 

 資生堂は、国際医療福祉大学 医学部形成外科学 松﨑恭一主任教授との共同研究で、汗を作り出す皮膚の「汗

腺」の加齢変化の実態を明らかにしました。複雑な汗腺の構造を、本研究チームが開発した3次元解析技術（デジタ

ル3ＤスキンTM）で捉えることで、その加齢変化の解明に成功しました。汗腺の状態は、肌の乾燥だけではなく、皮膚

の「たるみ」に関係することを、本チームは明らかにしてきました。そのため、今回明らかにした汗腺の加齢変化を

基点として、皮膚の乾燥や、見た目の老化に関する研究開発を加速していきます。本研究の一部は、8月6日、7日

に行われた第40回日本美容皮膚科学会総会・学術大会（東京）にて、優秀演題賞を受賞しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

汗腺の加齢は、肌の老化に繋がる 

汗腺は、皮膚表面に汗を送りし、水分とその成分で皮膚を保湿し、また病原菌等から皮膚を保護しています。

さらに、汗の蒸散により体表面の温度を低下させることで、体温調節にも寄与しています。加齢により、この発

汗機能が低下することで、皮膚の乾燥や、それに伴う様々な肌悩み、熱中症の重篤化に繋がります。加えて、

本研究チームは、汗腺の加齢変化が肌の「たるみ」に関係することも明らかにしています※1,2。 

しかし、発汗機能が低下する原因や、汗腺の加齢変化の詳細は、十分には明らかにされていませんでした。 

※1 資生堂、加齢に伴う真皮の空洞化が顔のたるみに繋がることを発見（2015年） 

https://corp.shiseido.com/jp/releimg/2512-j.pdf?rt_pr=tr437 

※2 資生堂、加齢に伴う真皮空洞化のメカニズムを解明（2016年） 

https://corp.shiseido.com/jp/news/detail.html?n=00000000001958 
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図 1 汗腺の 3次元構造(皮膚の断面像。視認性向上の観点で、構造別に色分けして表示。) 

若齢者に対し、高齢者では、汗腺の構造の顕著な変化が見られる。 

 

https://corp.shiseido.com/jp/releimg/2512-j.pdf?rt_pr=tr437
https://corp.shiseido.com/jp/news/detail.html?n=00000000001958


 

 

 

高齢者の汗腺は折れ曲がり、回転する 

本研究では、紫外線による影響を極力排除するため、非露光部である腹部の皮膚組織を用いて解析を行い

ました。若齢者群と高齢者群の汗腺を 3次元的にコンピューター上に再現して、比較解析を行いました（図１）。 

その結果、汗腺の数（単位面積当たりの汗腺の数）や大きさには統計学的な差は認められず、高齢者でも維持

される傾向にあることがわかりました。しかし一方で、高齢者の汗腺では、汗の通り道となる導管部の折れ曲が

り度合が増加するという、特徴的な構造変化が認められました。(図 2)。また、高齢者の汗腺では、皮膚の表面

に対する角度も浅くなり、汗腺が皮膚表面に沿う方向に回転していました。さらに、こうした変化と共に汗腺の位

置が、皮膚表面側に移行していました。つまり、汗腺は加齢に伴い、折れ曲がり回転することで、皮膚表層側に

移行すると考えられます。 

 

 

 

 

汗腺の構造変化の原因に迫る 

 続いて、汗腺の構造変化の原因の解析に取り組みました。汗腺の最深部は、若齢者、高齢者共に真皮層と皮

下脂肪層の境界部に位置していました（図 3）。また、加齢に伴い、真皮の厚さが減少していました。以上の結果

から、加齢による真皮の変化（薄化）により、汗腺の構造が変化し、その位置とサイズが維持されると考えられ

ます。つまり、真皮の薄化を防ぐことで、汗腺の構造変化を抑制し、ひいては肌悩みやたるみの予防につながる

可能性が示唆されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本研究成果により、汗腺の加齢変化の詳細が明らかとなり、皮膚の乾燥やたるみのケアにおいてアプローチす

べき対象がより明確になりました。資生堂は最先端の皮膚解析技術を活用することで、これまで観察が難しか

った皮膚内部の状態と皮膚老化との関連を解き明かし、今後もお客さま一人ひとりのなりたい自分を実現する

イノベーションを提供します。  

図 2 加齢に伴う汗腺の折れ曲がり度合と角度の変化 

汗腺の導管部の形状を破線で表示。高齢者の導管部では、折れ曲がり度合いの増加が見られる。 

また高齢者の汗腺では、皮膚表面に対する角度が浅くなり、表層側への移行が認められる。 

図 3 汗腺の位置と真皮厚との関連性 

下方から見た皮膚断面像。真皮の厚さは高齢者では顕著に減少している。 

一方で、青矢印で示した汗腺の最下部（分泌部下部）は、若齢者、高齢者ともに、真皮の最下部に維持されている。 



 

 

 

＜参考情報＞ 

■世界の化粧品研究開発のトップランナー：江連智暢フェロー 

資生堂の創業以来、150 年の歴史の中で、唯一フェローの称号を有する研究員。国際

化粧品技術者会連盟(IFSCC)本大会で 4 大会連続の受賞をはじめ、欧州研究皮膚科学

会、日本美容皮膚科学会等、国内外の様々な学会で受賞。2022年 IFSCCロンドン大会

では、皮膚のエイジング研究について基調講演を行った。老化による顔かたちの変化

「たるみ」の研究領域をパイオニアとしてリードし続けている。著書に『顔の老化のメカニ

ズム』（日刊工業新聞社）、『新しいスキンケア』（日刊工業新聞社）、『他人目線でたるみ

ケア』（講談社）がある。 

 

 

 

 

【関連する主なニュースリリース】 

資生堂、「上瞼のたるみ」と「額のシワ」を改善するアイケア・エクササイズを開発(2011年) 

https://corp.shiseido.com/jp/newsimg/archive/00000000001298/1298_p8d24_jp.pdf 

資生堂、世界で初めて顔の形状を支える肌構造を解明(2015年) 

https://corp.shiseido.com/jp/newsimg/archive/00000000001927/1927_w4y67_jp.pdf 

資生堂、加齢に伴う真皮の空洞化が顔のたるみに繋がることを発見(2015 年) 

https://corp.shiseido.com/jp/releimg/2512-j.pdf?rt_pr=tr437 

加齢に伴う真皮空洞化のメカニズムを解明(2016年) 

https://corp.shiseido.com/jp/news/detail.html?n=00000000001958 

資生堂、肌内部で起きる「老化の伝播」を解明(2018年) 

https://corp.shiseido.com/jp/news/detail.html?n=00000000002569 

資生堂、真皮の細胞が織りなす『線維芽細胞ネットワーク』を解明(2020年) 

https://corp.shiseido.com/jp/news/detail.html?n=00000000002898 

資生堂、AI を活用した皮膚解析の新技術『デジタル 3D スキン TM』を開発(2020年) 

https://corp.shiseido.com/jp/news/detail.html?n=00000000002897 

資生堂、圧力が肌の再生能力を覚醒することを発見(2020年) 

https://corp.shiseido.com/jp/news/detail.html?n=00000000002912 

資生堂、動きまで再現した電子皮膚 TM「４Dデジタルスキン TM」を開発 

https://corp.shiseido.com/jp/news/detail.html?n=00000000003257 

 

江連智暢フェロー 


